
当院からのご案内 

◆当院は、以下の施設基準等に適合している旨、厚生労働省地方厚生(支)局に届出を

行っています。 

□ 「電子的診療情報連携体制整備加算」に関する掲示 

当院では、電子的診療情報連携体制整備加算 2に係る施設基準に基づき、以下の体制を整備

しています。 

・オンライン請求を行っています。 

・算定した診療報酬の区分・項目の名称およびその点数または金額を記載した詳細な明細書を、 

 患者さんに無料で交付しています。 

・電子資格確認（オンライン資格確認）を行う体制を有しています。 

・オンライン資格確認を利用して取得した受診歴、薬剤情報その他必要な診療情報を、診療を 

 行う診察室または処置室で閲覧、または活用できる体制を有しています。 

 その他必要な情報を活用して診療を行っています。 

・電子処方箋を発行する体制を有しています。 

・マイナンバーカードの健康保険証利用について、一定程度の実績を有し、またさらなる利用促進 

 に向けお声かけ、ポスター掲示を行っています。 

・医療 DX推進の体制に関する事項および質の高い医療を実施するための十分な情報を取得・ 

 活用して診療を行うことについて、院内の見やすい場所に掲示し、当院ホームページにも掲載し 

 ています。 

・診療報酬明細書の無料交付について、院内の見やすい場所に掲示し、当院ホームページにも 

 掲載しています。 

 

令和 8年 6月より、医療 DX推進体制整備加算・医療情報取得加算から 

電子的診療情報連携体制整備加算へ名称が変わります。 

当院では、医療 DXを推進し、質の高い医療の提供に努めています。 

 

□ 医療情報取得加算について 

マイナンバーカードを用いたオンライン資格確認による電子資格確認を行う体制を有しています。

質の高い診療を実施するための十分な情報を取得し、同情報を活用して診療を行います。 

 

□ 後発医薬品使用体制加算について 

当院では、後発医薬品の使用促進を図ると共に、医薬品の安定供給に向けた取組を実施してい

ます。医薬品の供給不足等が発生した場合に、処方等の変更等に関して、適切な対応ができる

体制を整備しています。 

医薬品の供給状況によっては、患者さんにお渡しするお薬が変更となる可能性があります。変更

にあたっては医師・薬剤師より説明いたしますので、ご理解ご協力をお願いいたします。 



 

□ 一般名処方について 

当院では、後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品を指定するのではなく、薬剤医薬

品成分をもとにした一般名処方を行う場合があります。一般名処方により患者さんの負担が軽減

される場合があるほか、特定の医薬品の供給が不足した場合であっても、患者さんに必要な医薬

品が提供しやすくなります。 

一般名処方とは、お薬の「商品名」ではなく、「有効成分の名称」を処方箋に記載することです。こ

れにより有効成分、効能効果が同じお薬が複数ある場合には、保険薬局の薬剤師と相談して、

選択することができます。 

 

九段下耳鼻咽喉科クリニック 管理者：児玉 ひとみ 


